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沖田哲也（当学部政治学科長・スキー部長）
　私が助手の頃から長いおつきあいを戴いた中野渡先生が，おなくなりになっ
てから，はや半年近くになる。淋しくもあり，また夜私の研究室の前を小足早
やに2部の講義に向われる先生のお姿が，いつか，ふと見られるような気にも
なる。先生との親交の初りは，25年前先生の師，故赤倉武教授のお宅であっ
た。丁度スキ…E部の常勝時代で島田鉄郎監督も当日招待され，スコッチウイス
キー，当時もっとも高価なジョニーウォーカーをかたむけて，部の圧勝に話が
はずんでいるときであった。当時，赤倉先生がスキー部長で，あとで中野渡先
生が後継部長になられる。くしくも私がその次のスキー部長，島田監督がその
後にスキー部OB会幹事長に就任される。結局その時なにも意識していなかっ
た，この4人が次々とスキー部に関与することになる。中野渡先生の御苗字が
大変珍しいので由来をうかがうと，船の渡し場に生家が近く，川下には下野渡
．という姓もある，私のところは中間の渡船場であったとの由，では上野渡もあ
るんですかとうかがうと，キッとされ「ないッ！」と答えられた。爾来，姓も
長すぎることもあって“わたる”先生とお呼びすることになった。
　スキー部長は，イソターカレッジやAクラス・スキー大会には選手の応援に
かけつけねばならない。選手はこのAクラス大会を次々と撃破入賞し，その数
の多いものからオリンピック及びユニバシアードに出場権を獲得する。明治大
学スキー部は歴代数名の選手がこれら世界の檜舞台に送られたし，笠谷氏，青
地氏らは札幌オリンピックで勇名をはせた。皮肉にも大会シーズンは，当方，
後期試験と入学試験のシーズンで選手，部長とも疲れ果てている。しかし，こ
れは大学であれば，どこも同じ事。明早日専の各大学のOB，監督，部長が大
会の同じテントで応援する。ジャンプなどヒートしてくると着地点に出張って
絶叫する。雪原に朝9時から夕景5時までの立ち放しは，わたる先生の御年齢
では，さぞつらく寒かったであろう。耐久レースになるとコースが山あり谷あ
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り，曲りくねっており，スタートと同時に次々の関門にこちらは近道を走って
応援にかけつける。各大学の応援幹部連は選手が通過すると波のように次の関
門にかけつける。あっち行けばドーッ，こっち来ればザーッという具合。わた
る先生も人を押しのけかきわけ，失礼乍ら，こけつまろびつ走り廻っておられ
た。夜は，各大学の合宿に挨拶訪問。先生，表むきは，お酒は不調法となって
いるので，まあ楽ですよ，と云われていた。いつれのスポーツ部の部長も大会
中の難儀は同様であろうが寒い折だけに大変であったであろう。
　先生は青森県の御出身だから同県，北海道，長野，新潟諸県の，スキーヤー
特産地出身学生の多いスキー部では，これも失礼乍ら言葉の面で人間関係がう
まく行っていた。次の私の代となると，東京弁で部員に叱言をいうので相当き
つくきこえるらしい。その点，充分注意しなさいよ，と学生相談の草分けらし
い先生の心づかいが私の身にしみている。
　スキー部から話はそれるが，札幌出身の私のゼミOBに阿部君という男がい
た。大変昔かたぎの人物で，卒業後，大学の真価はゼミにあるといい出し，政
経学部政治学科の再入学をした。ただちに中野渡ゼミに入籍し先生と，木工製
造会社の就業者産業心理調査のメンバーに加わって，先生の御人格にふれてい
た。いつも先生の御指導振りを自慢話にきかされた。私も一度，先生の講演を
拝聴したことがある。ゆっくりと理解させようと務められる語調には，独特の
“わたる節”があった。講義は学生でいつも満員であり，したがって多数のゼ
ミ入り希望者があった。選抜試験をして，この中から落すのは可愛想ですか
ら，といわれ二分してA・B両ゼミに分けられ講義後ダブルヘッダーのゼミを
こなされていた。学生からの切望に押される事もさる事乍ら，昔型の働き者，
まめに精を出される方でもあった。
　親孝行な先生で御母堂のために熱海のマンションに一室を求められ週末はこ
こで過された。御高齢の御母様を残し，さぞお心残りであったであろう。先生
の御冥福を祈りまた，私どもをいつまでも見守って下さるようお願い申し上げ
たい。
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